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平成 17年度 日本顕微鏡学会北海道支部学術講演会

セミナー「顕微鏡科学への招待」

プログラム・予稿集 演題名一覧

＜特別講演＞

座長：平 義樹（旭川医大医）

・味蕾細胞の神経栄養因子

武田 正子（北海道医療大歯学部）

座長：石政 勉（北大院工）

・電子顕微鏡と結晶界面 -羨むべき相思相愛-

市野瀬 英喜（北大エネルギー変換マテリアル研究センター）

＜招待講演＞

座長：荒川圭太（北大院農）

・北大ニコンイメージングセンターに期待する

上田 哲男（北大電子科学研究所）

・蛍光・発光タンパク質を利用した生理機能の可視化と操作

永井 健治（北大電子科学研究所）

・蛍光相関分光による細胞機能解析 －揺らぎで探るダイナミックバイオイメー

ジング－

金城 政孝（北大電子科学研究所）

座長：竹花一成（酪農学園大獣医）

・細胞内の張力分布を可視化するナノフォース走査型プローブ顕微鏡の開発

芳賀 永（北大院理学研究科）

・日立卓上顕微鏡Miniscope での観察例の紹介

平島 小百合（株式会社日立ハイテクノロジー）

・歯科用合金を含む口腔組織中のセレンの分布と状態分析

宇尾 基弘 1、赤坂 司 1、亘理 文夫 1、朝倉 清高 2

（1北大院歯学研究科、2北大触媒化学研究センター）

座長：郷原一寿（北大院工）

・水素化反応観察のためのTEM用環境セルの開発と応用

奥寺 公也１、谷敷 圭介２、浜田 弘一２、須田 孝徳２、

大貫 惣明２（1北大工学部、2北大院工学研究科）

・分析走査電子顕微鏡とラマン分光光度計の複合化

川内 一晃（日本電子株式会社）

・アルゴンイオンビームを用いたＳＥＭ用断面試料・ＴＥＭ用薄膜試料作製装

置の紹介

服部 隆（日本電子データム株式会社）
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Okamoto K, Nagai T, Miyawaki A & Hayashi Y 
Rapid and persistent modulation of actin dynamics regulates postsynaptic reorganization underlying 
bi-directional plasticity 
Nat. Neurosci 7  1104-1112, 2004  
 
Nagai T, Yamada S, Tominaga, T, Ichikawa M & Miyawaki A  
Expanded dynamic range of fluorescent indicators for Ca2+ by circularly permuted yellow fluorescent 
proteins.  
Proc. Natl. Acad. Sci. USA 101 10554-10559, 2004 
 
Nagai T & Miyawaki A  
A high-throughput method for development of FRET-based indicators for proteolysis.  
Biochem Biophys Res Commun. 319 72-77, 2004 
 
Takemoto K, Nagai T, Miyawaki A & Miura M  
Spatio-temporal activation of caspase revealed by indicator that is insensitive to environmental effects.  
J. Cell Biol. 160 235-243, 2003 
 
Nagai T, Ibata K, Park ES, Kubota M, Mikoshiba K & Miyawaki A  
A variant of yellow fluorescent protein with fast and efficient maturation for cell-biological applications.  
Nat. Biotechnol. 20 87-90, 2002  
 
Nagai T, Sawano A, Park ES & Miyawaki A  
Circularly permuted green fluorescent protein engineered to sense Ca2+.  
Proc. Natl. Acad. Sci. USA 98 3197-3202, 2001 
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水素化反応観察のための TEM 用環境セルの開発と応用 
  

○奥寺 公也 2、谷敷 圭介 1、浜田 弘一 1、須田 孝徳 1、大貫 惣明 1 

(1 北大院工、2 北大工) 

 

【緒言･目的】次世代のエネルギーメディアとして水素への期待は大きく、その

貯蔵手段として水素吸蔵材料がある。しかし、材料の評価と制御を目的とした

水素化過程のナノレベルでの解析は行われていない。本研究は、水素化反応の

その場観察を目指した TEM 用環境セルの開発をし、軽量の水素吸蔵材料であ

る Mg の水素化反応を観察した。 

 

【方法】新規に試作した環境セルのホルダー(図１)はクローズ型環境セルであ

り、試料取付部に 0.5mmφの孔があり、強化カーボン膜を張った 2 枚の 3mmφ
グリッド間（図 2）に試料と反応ガスを通すタイプである。Mg 粉末試料を反応

防止のために Ar 雰囲気のグローブボックス内で装填する。JEOL2010FASTEM
の鏡体へ装着し、真空排気した後に水素ガスを減圧弁からガス溜めを経て導入

する。観察は室温で 1 気圧程度で観察した。記録は連続フィルム撮影によった。 

 

【結果】図 3 は Mg の水素化反応過程を連続観察した例である。時間経過とと

もに粒子が膨張することより、水素化により MgH2 が形成すると判断した。ま

た、対応する電子回折も得られた。しかし、今回は、長時間の観察により、電

子線照射部分が次第に変質し、鮮明な像が得られなくなった。今後はその原因

と解決法の検討、隔膜の改良や温度・圧力の制御等を行う。 

 

 

 

   

図 3: Mg 粒子の水素化過程。室温、0.1M Pa 

図 2: グリッドの形状 図 1: 環境セルの先端部分 
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